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技術開発の内容 ①背景と目的

寸法安定性の高さ、持続可能
な木質資源利用による環境性
能の高さ、プレファブ化や、
接合具の単純さなどによる施
工性の速さや、RC造などと比

べた場合の軽量性などを謳う
木造新工法
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技術開発の内容 ②技術開発の概要



現状の陸屋根、ルーフバルコニーの問題点 本技術開発で期待される効果



技術開発の内容 ③技術開発・実用化のプロセス



審査基準に関する事項（1/2）



審査基準に関する事項（2/2）



実験概要



実験結果
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